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はじめに

　小児科領域で歯科的問題を伴う場合、口腔部位の異常に特化する場合と多くの合併奇形を伴う場合が

存在する。医学的な見地からは、根治が可能で機能的外表的にほぼ正常な状況にもどすことが可能なも

のと、非常に難i治で生涯付き合わざるを得ないものがある。更に、遺伝性疾患であれば、本人のみなら

ず次世代などについても考える必要がある。

　近年、分子遺伝学・細胞遺伝学を駆使した遺伝子診療のさらなる進歩などにより、これまでは考慮す

る必要もなかった生命倫理的な諸問題の出現などの影の部分も出現してきている。

　長崎県における遺伝カウンセリングの中核として長崎大学医学部・歯学部附属病院に遺伝カウンセリ

ング室が平成12年4月に開設した。今回、長崎県と長崎大学附属病院遺伝カウンセリング室の現状とそ

の問題点を中心に報告する。

遺伝力ウンセリングとは何か？

　遺伝カウンセリングとは遺伝に関わる様々な諸問題について、クライエントが最新の情報を参考にし

ながら人生設計の上で方向性を決めて行く過程をいう。遺伝カウンセラーに必要なスキルは、遺伝にま

つわる様々な知識、最新で正確な情報の収集能力及びクライエントが自分の方向性をスムーズに決定し

て行くための対話技術などである。

長崎大学医学部・歯学部附属病院遺伝力ウンセリング室の活動状況

　平成11年に厚生省（現厚生労働省〉から「遺伝相談モデル事業」の提唱があり、長崎県はこれに呼応

し、県内のネットワークシステムが構築された。それと同時に長崎大学附属病院でも「遺伝カウンセリ
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ング室」を院内措置で開設した。

　当室の仕事は、遺伝性疾患患者に絡む様々な内容を包含する。具体的には、来室された方への遺伝カウ

ンセリング、その前段階としての正確な診断（遺伝外来）、各病院医師への情報提供、保健師からの質問に

対する情報提供、保健師を対象とした研修会、遺伝看護に関しての長崎大学病院看護師研修会への協力

などである。上記を責任もって行うには、自己研讃は重要で、当室主導でNagasaki　Dysmorphology

Conference（NDC）と長崎遺伝倫理研究会を行っている。

おわりに

　遺伝医療が発達すると、様々な恩恵とともに混乱が起こってくると思われる。遺伝カウンセリングの

最終目標は、遺伝性疾患でお悩みの患者及びその家族の方々において、地域家庭環境を含めて、ご自身

の精神的負担の軽減を図ることである。そのためには、多くの他領域の専門家や地域と連携をもつこと

が重要である。

MEMO
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